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第３章◆「人口の波」と経済構造の変化

第１節■人口動態の変化とその経済的意味

¡2007年からは人口減少と団塊世代の定年退職という人口動態上の２つの大きな変化
が始まり、労働力人口の減少は加速、現役世代の経済的負担は急速に上昇

¡労働力人口が量的に縮小する中で生産性を高めるためにはその質の向上が重要
¡一人当たりのストックが相対的に大きくなり、その有効活用が重要に

第２節■人口の波と家計行動への影響

¡団塊世代は高齢層に移行。これによりマクロの消費性向は教養娯楽（家電・旅行等）
等への支出を中心に当面上昇の方向

¡老人医療費が経済成長以上に伸びると将来の負担は増大。世代間バランスを悪化さ
せない医療制度改革により将来の世代の負担軽減を図ることが重要

¡家計貯蓄率（2003年の８％程度）は高齢化要因のみを考慮すると2010年頃には
３％程度まで低下

¡高齢層のリスクに対する許容度は他の年齢層より相対的に高いことから、高齢化が
リスク資産需要を低下させる可能性は低い

¡団塊ジュニア世代（1971～74年生）は30歳代後半に住宅取得のピークを迎える見
込み。他方、既存住宅の活用、特にリバース・モーゲージの広がりには課題

第３節■人口の波と企業競争力

¡試算では、団塊世代が定年退職年齢に達していくことにより、企業の人件費は2009
年にかけて2.6％程度減少

¡他方、団塊世代が退職期に入り、退職一時金や企業年金といった退職給付に関する
負担には増加圧力

¡個票分析によると、団塊世代の比率が高い事業所では雇用抑制効果がみられた
¡企業は新卒採用を積極化させる動き。過去に若年雇用を抑制した企業、業況感が高
い企業ほど雇用増の計画を持つ傾向が強い

¡企業の競争力の観点からは、意欲と能力のある高齢労働者の継続雇用等を通じて労
働者の技能伝承を図ることが重要

第４節■イノベーションの源泉と競争力の向上への課題

¡人口減少下では生産性向上が不可欠であり、企業は付加価値の高い技術創造により
競争力を向上させることが必要

¡競争力の源泉はイノベーションにある。イノベーションやこれを通じた生産性の向
上には、技術を経営に活かす体制の整備や、人材の量・質の充実が重要

¡サービス業のイノベーションとこれによる生産性の向上も課題
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